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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両のフロアパネルの下側に複数のバッテリを配置するバッテリ搭載構造において：
　垂直方向に積層した複数のバッテリからなる第１のバッテリユニットと；
　車両横断方向に積層した複数のバッテリからなる第２のバッテリユニットと；
　を備えることを特徴とするバッテリ搭載構造。
【請求項２】
　前記第２のバッテリユニットの高さは前記第１のバッテリユニットの高さより高く設定
されることを特徴とする請求項１に記載のバッテリ搭載構造。
【請求項３】
　バッテリは三辺を有する直方体をなし、最短の辺の方向に積層されることを特徴とする
請求項１または２に記載のバッテリ搭載構造。
【請求項４】
　前記車両は走行動力源としての電動モータと関連デバイスからなる電気装置を備え、前
記第２のバッテリユニットは前記車両の縦断方向に関して、前記第１のバッテリユニット
を挟んで前記電気装置の反対側に配置されることを特徴とする請求項１から３のいずれか
に記載のバッテリ搭載構造。
【請求項５】
　車両は前記電気装置を収装したフロントコンパートメントと、フロントシートとリヤシ
ートと、フロントシートとリヤシート間に設けられたフロアとを備える車室と、をさらに
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備え、前記第２のバッテリユニットは前記リヤシートの下方に設けられ、前記第１のバッ
テリユニットは前記フロアの下方に設けられることを特徴とする請求項４に記載のバッテ
リ搭載構造。
【請求項６】
　前記第１のバッテリユニットはさらに前記フロントシートの下方にも設けられることを
特徴とする請求項５に記載のバッテリ搭載構造。
【請求項７】
　前記フロントシートの下方の前記第１のバッテリユニットの高さ（ｈ１）は前記リヤシ
ートと前記フロントシートの間の前記フロアの下方の前記第１のバッテリユニットの高さ
（ｈ２）より高く設定されることを特徴とする請求項５に記載のバッテリ搭載構造。
【請求項８】
前記第１のバッテリユニットは車両縦断方向に延びる複数の互いにスペースをあけて配置
されたバッテリ積層体列を備え、前記スペースにバッテリに接続されたハーネスが配置さ
れることを特徴とする請求項４から７のいずれかに記載のバッテリ搭載構造。
【請求項９】
　バッテリは前記ハーネスを接続する端子を前記スペースに向けて突出することを特徴と
する請求項８に記載のバッテリ搭載構造。
【請求項１０】
　前記第１のバッテリユニットと前記第２のバッテリユニットとを電気的に接続あるいは
遮断するスイッチと、前記第１のバッテリユニット及び前記第２のバッテリユニットと前
記電気装置との間で電力を制御する電気的制御部材とをさらに備え、前記スイッチと前記
電気的制御部材は前記スペース（Ｇ）に収容されることを特徴とする請求項８または９に
記載のバッテリ搭載構造。
【請求項１１】
　前記電気的制御部材は前記スイッチよりも前記電気装置の近くに配置されることを特徴
とする請求項１０に記載のバッテリ搭載構造。
【請求項１２】
　前記第１のバッテリユニットと前記第２のバッテリユニットをバッテリアセンブリとし
てあらかじめ固定するためのバッテリ搭載フレームをさらに備え、前記第１のバッテリユ
ニットと前記第２のバッテリユニットは前記バッテリ搭載フレームを介して前記車両に固
定されることを特徴とする請求項１から１１のいずれかに記載のバッテリ搭載構造。
【請求項１３】
　前記車両は前記バッテリ搭載フレームを固定するための固定部材をさらに備えることを
特徴とする請求項１２に記載のバッテリ搭載構造。
【請求項１４】
　前記バッテリ搭載フレームは矩形の平面形状を成す矩形枠と、前記矩形枠の内側に固定
された補強部材とを備えることを特徴とする請求項１２または１３に記載のバッテリ搭載
構造。
【請求項１５】
　前記矩形枠は車両横断方向に延びる前端部材を備え、前記補強部材は前記矩形枠の内側
に車両横断方向に固定されたガーダーと、前記ガーダーと前記前端部材とを接続し、前記
ガーダーとＴ字の平面形状を形成するビームとからなることを特徴とする請求項１４に記
載のバッテリ搭載構造。
【請求項１６】
　前記第１のバッテリユニットは前記矩形枠の内側の前記ビームの両側のスペースに配置
され、前記第２のバッテリユニットは前記ガーダーを挟んで前記ビームと反対側の前記矩
形枠の内側のスペースに配置されることを特徴とする請求項１５に記載のバッテリ搭載構
造。
【請求項１７】
　前記ビームは前記矩形枠の車両縦断方向の内寸法の半分より長く形成されることを特徴
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とする請求項１６に記載のバッテリ搭載構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、数多くのバッテリを車両に搭載する際のバッテリの配置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　日本国特許庁が２００１年に発行した特許第３１９９２９６号は車両にできるだけ多く
のバッテリを搭載するために、車両のフロアパネルの下側にバッテリを並べて配置するこ
とを教えている。
　数多くのバッテリは平面上において車両横断方向と車両縦断方向に並んで配置され、バ
ッテリ群を構成する。バッテリ群の重心は、バッテリ群の車両横断方向の中線とと車両縦
断方向の中線の交点付近に位置する。
【発明の概要】
【０００３】
　一方、この従来技術において、車両駆動用の電動モータやインバータ等の重量部品は、
車両の前部に配置されている。
　その結果、バッテリ群と重量部品とを含む車両全体の重心位置が車両の前部に偏りがち
となる。そのため、従来技術のもとで車両の好ましい前後方向重量バランスを得ることは
難しい。
　この発明の目的は、したがって、車両の好ましい前後方向重量バランスをバッテリの配
置によって実現することである。
　以上の目的を達成するために、この発明は、車両のフロアパネルの下側に複数のバッテ
リを配置するバッテリ搭載構造において、垂直方向に積層した複数のバッテリからなる第
１のバッテリユニットと、車両横断方向に積層した複数のバッテリからなる第２のバッテ
リユニットとを備えている。
　この発明の詳細並びに他の特徴や利点は、明細書の以下の記載の中で説明されるととも
に、添付された図面に示される。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
　図１はこの発明によるバッテリ搭載構造を示す車両要部の縦断面図である。
　図２はバッテリ搭載構造を示す車両要部の水平断面図である。
　図３は図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿って切り取った車両要部の横断面図である。
　図４はこの発明によるバッテリアセンブリの平面図である。
　図５はバッテリアセンブリの斜視図である。
　図６はこの発明によるバッテリ搭載フレームの斜視図である。
　図７はこの発明による垂直方向積層部のバッテリ積層プロセスを説明する分解斜視図で
ある。
　図８はこの発明による車両横断方向積層部のバッテリ積層プロセスを説明する分解斜視
図である。
　図９はバッテリアセンブリを収装するケースの斜視図である。
　図１０はバッテリアセンブリの電気回路図である。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　図面の図１を参照すると、車両１は車室２と、車室２の前方に形成されたフロントコン
パートメント１１とを備える。図の矢印ＵＰは垂直方向上向きを示し、図の矢印ＦＲは車
両１の走行方向に関して前方を示す。車両１は、フロントコンパートメント１１に収納し
た電動モータ１２の動力を用いて走行するいわゆる電気自動車である。車両１は電動モー
タと内燃エンジンとを動力源として走行するハイブリッド駆動車両や、燃料電池が発生す
る電力で駆動される電動モータの動力で走行する燃料電池車両であっても良い。
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　電動モータ１２を駆動するために、車両１の車室２の床下には数多くのバッテリ３が配
置される。
　図２と３を参照すると、車両１の車体には車室２の床面を構成するフロアパネル１６の
下方に、車両縦断方向に延びる一対の平行なサイドメンバ４が配置される。図の矢印ＷＤ
は車両１の横断方向であって、かつ車両１の前方に向かって右向きを示す。一対のサイド
メンバ４の前端は車両横断方向に延びるクロスメンバ６に固定される。一対のサイドメン
バ４の後端には一対のリアサイドメンバ９が固定される。一対のリアサイドメンバ９には
車両横断方向に延びるリヤクロスメンバ１０が固定される。
　クロスメンバ６の両端とリヤクロスメンバ１０の両端は、車体の一部として車両のドア
用開口部の下端を画成するサイドシル７に固定される。一対のサイドメンバ４はサイドシ
ル７の内側に配置され、一方のサイドメンバ４に関して３個のアウトリガー８によりサイ
ドシル７に固定される。なお、図２と３において部材番号７が示す部位は、サイドシルの
内側の壁面に相当する。部材４，６，９，１０はあらかじめ車体の一部としてフロアパネ
ル１６の下方に配置される。
　再び図１を参照すると、車両１のフロントコンパートメント１１には、車両１の走行動
力源としての電動モータ１２と、関連デバイスとしてバッテリチャージャ１３とインバー
タ１４とが収納される。バッテリチャージャ１３はバッテリ３に充電を行うためのデバイ
ス、インバータ１４はバッテリ３の充放電を制御するためのデバイスである。以下の説明
において電動モータ１２と関連デバイスとを電気装置と総称する。
　図４と５を参照すると、バッテリ３はあらかじめ矩形の平面形状をなすバッテリ搭載フ
レーム２１の内側に積層され、バッテリアセンブリ２２として一対のサイドメンバ４と、
クロスメンバ６と、一対のリヤサイドメンバ９と、リヤクロスメンバ１０とに囲まれたス
ペースに下方から取り付けられる。
　図６を参照すると、バッテリ搭載フレーム２１は、矩形枠２３と、矩形枠２３の内側に
配置された補強部材２４とからなる。
　矩形枠２３は、前端部材２３ｆと後端部材２３ｒ、および前端部材２３ｆの両端と後端
部材２３ｒの両端とを結合する一対の側端部材２３ｓとからなる。前端部材２３ｆと後端
部材２３ｒと一対の側端部材２３ｓとが矩形の４つの辺を構成する。なお、バッテリアセ
ンブリ２２の説明の中で用いる前後あるいは前端／後端という用語は、バッテリアセンブ
リ２２を車体に取り付けた状態での前後あるいは前端／後端を意味する。
　前端部材２３ｆ、後端部材２３ｒ、及び一対の側端部材２３ｓはそれぞれ、縦壁部２８
と縦壁部２８の下端から水平方向に延びるフランジ部２９とを備えた逆Ｔ字形断面の部材
で構成される。
　補強部材２４は、矩形枠２３の内側に車両横断方向に固定されたガーダー２４ｗと、ガ
ーダー２４ｗの中間部と前端部材２３ｒの中間部とを結合するビーム２４ｃとからなる。
補強部材２４は、ガーダー２４ｗとビーム２４ｃを溶接によりＴ字形に結合し、さらにＴ
字の各端部を矩形枠２３に溶接により結合することで、バッテリ搭載フレーム２１として
あらかじめ一体化される。
　以上の構成により、バッテリ搭載フレーム２１の内側には、ガーダー２４ｗにより前方
の矩形領域と後方の矩形領域２６Ｒが画成される。前方の矩形領域はさらにビーム２４ｃ
により、２つの矩形領域２６Ｆに画成される。前方の２つの矩形領域２６Ｆ，２６Ｆと後
方の矩形領域２６Ｒはほぼ同じ面積を有する。各矩形領域２６Ｆ，２６Ｆ，２６Ｒは長辺
が短辺の略２倍の矩形をなすように設計される。
　図７を参照すると、バッテリ３は扁平な直方体に形成される。バッテリ３は直方体の３
つの辺のうちの最短辺の方向に積層される。以下の説明では残りの２辺をその長さに応じ
て長辺と短辺と称する。
　前方の２つの矩形領域２６Ｆにはバッテリ３が、長辺を車両横断方向に向け、短辺を車
両横断方向に向けた状態で上向きに積層される。各矩形領域２６Ｆには積層体が車両縦断
方向に４基並んで配置される。各積層体のバッテリ３の積層数は同一ではなく、前方の２
基については、バッテリ３が４層に積層され、後方の２基についてはバッテリ３が２層に
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積層される。このようにして、各矩形領域２６Ｆに１２個のバッテリ３が積層される。
　前方の各矩形領域２６Ｆの各積層体において、バッテリ３はスペーサ３７ｂと帯状プレ
ート３７ａを介して積層される。スペーサ３７ｂは円柱状の部材の中間に段差を介して大
径部を形成した部材である。バッテリの四隅にはあらかじめ、スペーサ３７ｂの円柱状部
分を受け入れる貫通孔が形成される。帯状プレート３７ａの両端にも貫通孔が形成される
、バッテリ３を積層する際は、スペーサ３７ｂ円柱状部分の一方を帯状プレート３７ａの
貫通孔に貫通させた後にバッテリ３の貫通孔に挿入し、円柱状部分のもう一方を別の帯状
プレート３７ａの貫通孔を貫通させた後に隣接するバッテリ３の貫通孔に挿入する。これ
により、隣接するバッテリ３の間に２枚の帯状プレート３７ａの介してスペーサ３７ｂの
大径部が挟持され、バッテリ３の積層間隔は一定に保たれる。最上端及び最下端のバッテ
リ３には帯状のプレート３７ａと円柱状の部材の一端に大径部を形成したスペーサ３７ｃ
が取り付けられる。
　図面には示されないが、スペーサ３７ｂと３７ｃの中心にはあらかじめ軸方向に貫通孔
が形成されている。決められた数のバッテリ３を積層したのち、スペーサ３７ｂと３７ｃ
の貫通孔を用いてピンを積層したバッテリ３に貫通させ、ピンの両端にナットを螺合する
ことで、バッテリ３は積層体として一体化される。
　図４を参照すると、前方の矩形領域２６Ｆ，２６Ｆの一方の積層体列と、前方の矩形領
域２６Ｆ，２６Ｆのもう一方の積層体列の間にスペースＧが形成される。スペースＧはビ
ーム２４ｃとその周辺領域の上方に位置する。前方の矩形領域２６Ｆ，２６Ｆに積層され
るバッテリ３はすべて端子３ａをスペースＧに向けた状態で積層される。スペースＧには
各バッテリ３の端子３ａとフロントコンパートメント１１内の電気装置とを電気的に接続
するハーネス３４と、ハーネス３４の途中に設けたスイッチボックス３５及びジャンクシ
ョンボックス３６とが収装される。
　図８を参照すると、後方の矩形領域２６Ｒには２４個のバッテリ３が長辺を車両縦断方
向に向けた形で車両横断方向に積層される。バッテリ３は端子３ａを前方に向け、前述の
スペーサ３７ｂを介して一定間隔で積層される。積層体の両端にはエンドプレート３７ｅ
が積層される。
　図面には示されないが、スペーサ３７ｂの中心にはあらかじめ軸方向に貫通孔が形成さ
れている。決められた数のバッテリ３を積層したのち、スペーサ３７ｂの貫通孔を用いて
ピンを積層したバッテリ３に貫通させ、ピンの両端にナットを螺合することで、バッテリ
３は積層体として一体化される。
　積層体の前方及び後方の側面には車両横断方向に延びる支持プレート３７ｄがねじ３７
ｆにより固定される。後方の矩形領域２６Ｒにはこのようにして積層された積層体が１基
のみ配置される。
　図５を参照すると、以上の配置により、バッテリ搭載フレーム２１の内側の前方の２つ
の矩形領域２６Ｆに、バッテリ３を垂直方向に４層に積層したバッテリ群Ｓ１と、バッテ
リ３を垂直方向に２層に積層したバッテリ群Ｓ２とがそれぞれ設けられる。バッテリ搭載
フレーム２１の内側の後方の矩形領域２６Ｒには、バッテリ３を車両横断方向に２４層に
積層したバッテリ群Ｓ３が設けられる。積層方向に関して言えば、バッテリ群Ｓ１とＳ２
が垂直方向に積層されたバッテリ３の集合体としての第１のバッテリユニット３８Ｆを構
成し、バッテリ群Ｓ３が車両横断方向に積層されたバッテリ３の集合体としての第２のバ
ッテリユニット３８Ｒを構成する。
　図３と９を参照すると、バッテリ搭載フレーム２１には、バッテリアセンブリ２２を収
容するケース２２ａが固定される。バッテリ３の積層体は例えばケース２２ａにねじを用
いて固定される。縦壁部２８の内側に張り出したフランジ部２９を積層体の固定に利用す
ることも可能である。ケース２２ａはあらかじめバッテリ３の積層体の形状に合わせて形
成され、積層体の車両縦断方向、車両横断方向、及び垂直方向の変位を阻止する機能を持
つ。積層したバッテリ３の下方を覆うケース２２ａに開口部を形成して、バッテリ３の冷
却性を高めることも好ましい。その場合に開口部の数や形状は任意に設計可能である。
　図８を参照すると、一方のエンドプレート３７ｅの側方のケース２２ａの内側に、ジャ
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ンクションボックス３６内の機器の制御を行う、例えばマイクロコンピュータで構成され
た制御ユニット４５を配置することも好ましい。
　その場合には、バッテリ搭載フレーム２１、ケース２２ａ、バッテリ３の積層体、ハー
ネス３４、スイッチボックス３５、ジャンクションボックス３６、及び制御ユニット４５
がバッテリアセンブリ２２を構成する。
　図１－４を参照すると、バッテリ搭載フレーム２１は縦壁部２８の外側に張り出したフ
ランジ部２９を貫通するボルトとボルトに螺合するナットにより、サイドメンバ４と、ク
ロスメンバ６と、一対のリヤサイドメンバ９と、リヤクロスメンバ１０とに固定される。
この状態で、前端部材２３ｆの縦壁部２８はクロスメンバ６に、後端部材２３ｒの縦壁部
２８はリヤクロスメンバ１０に、一対の側端部材２３ｓの縦壁部２８は一対のサイドメン
バ４とその延長上の一対のリヤサイドメンバ９の一部にそれぞれ相対する。一対のサイド
メンバ４と、クロスメンバ６と、一対のリヤサイドメンバ９と、リヤクロスメンバ１０と
がバッテリ搭載フレーム２１を車体に固定するための固定部材を構成する。
　固定部材に固定されたバッテリ搭載フレーム２１は車体の剛性や強度を増やすのに貢献
する。矩形枠２３および補強部材２４は車両の衝突時に入力される荷重の伝達経路として
機能する。
　車体には固定部材である一対のサイドメンバ４と、クロスメンバ６と、一対のリヤサイ
ドメンバ９と、リヤクロスメンバ１０により図３に示す下向きの開口部３０が画成される
。開口部３０の上方はフロアパネル１６によって覆われ、バッテリアセンブリ２２を収容
する収容凹部３１が形成される。
　バッテリアセンブリ２２の車体への取り付けはバッテリアセンブリ２２を車体の下方か
ら収容凹部３１に挿入し、バッテリ搭載フレーム２１を固定部材にボルトで固定すること
で行われる。数多くのバッテリ３をあらかじめバッテリアセンブリ２２に一体化しておく
ことで、バッテリ３の車体への搭載を容易に行うことができる。また、バッテリ３の交換
などの必要に応じてバッテリ３を車体から容易に取り外すことができる。
　図１に示すよう、車両１は車室２内に、フロントシート３２Ｆとリヤシート３２Ｒを備
える。バッテリアセンブリ２２を収容凹部３１に取り付けた状態で、バッテリ群Ｓ１がフ
ロントシート３２Ｆの略下方に位置し、バッテリ群Ｓ２がフロントシート３２Ｆとリヤシ
ート３２Ｒの間のフロア３３の下方に位置し、バッテリ群Ｓ３がリヤシート３２Ｒの下方
に位置するように、バッテリアセンブリ２２の形状と寸法、バッテリ３の形状と寸法と積
層数、固定部材の位置などをあらかじめ設定する。さらに、バッテリアセンブリ２２の形
状に基づきフロアパネル１６及びケース２２ａの形状を決定する。
　バッテリ群Ｓ１の高さをｈ１、バッテリ群Ｓ２の高さをｈ２、バッテリ群Ｓ３の高さを
ｈ３とすると、ｈ３＞ｈ１＞ｈ２となる。高さｈ１とｈ２は左右の２つの矩形領域２６Ｆ
で同一である。
　バッテリ群Ｓ１はフロントシート３２Ｆの下方に位置し、バッテリ群Ｓ３はリヤシート
３２Ｒの下方に位置している。バッテリ群Ｓ１とＳ３の高さｈ１とｈ３をフロア３３の下
方に位置するバッテリ群Ｓ２の高さｈ２より大きくすることで、車室２内のシート下方の
スペースをバッテリ３の搭載スペースとして有効に利用でき、車室２の快適性を損なわず
に数多くのバッテリ３を車両１に搭載することができる。また、バッテリ群Ｓ３の高さが
バッテリ群Ｓ１の高さｈ１より大きいことから、車室２内においてリヤシート３２Ｒの座
面がフロントシート３２Ｆの座面より高くなる。この設定は、リヤシート３２Ｒの乗客の
良好な視界を確保するうえで好ましい。
　左右のバッテリ群Ｓ１は合計１６個のバッテリ３で構成される。左右のバッテリ群Ｓ２
は合計８個のバッテリ３で構成される。バッテリ群Ｓ３は２４個のバッテリ３で構成され
る。つまり、ガーダー２４ｗを境として前後に２４個ずつのバッテリ３が配置されること
になる。したがって、バッテリ群Ｓ１のバッテリ重量は左右のバッテリ群Ｓ２の合計バッ
テリ重量と左右のバッテリ群Ｓ１の合計バッテリ重量のいずれよりも重く、かつ左右のバ
ッテリ群Ｓ２と左右のバッテリ群Ｓ１の合計バッテリ重量にほぼ等しい。
　結果としてバッテリアセンブリ２２の重心は、バッテリアセンブリ２２の平面図の図心
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位置の後方に位置することになる。図４のＣｖを車両１の図心とすれば、結果としてバッ
テリアセンブリ２２の重心は車両の図心Ｃｖの後方に位置することになる。電動モータ１
２、バッテリチャージャ１３、インバータ１４からなる電気装置が車両１の前部のフロン
トコンパートメント１１に収装されることを考慮すると、バッテリアセンブリ２２の重心
位置が車両１の図心Ｃｖの後方に位置することは、車両１の前後方向の重量バランスを適
正に保つうえで好ましい。
　バッテリ群Ｓ１とＳ２において、バッテリ３は長辺を車両横断方向に、短辺を車両縦断
方向に向けた状態で積層される。この場合に、図２に示す車体下部の幅Ｗと、図４に示す
バッテリ３の長辺Ｗｂの長さとに依存して、車両横断方向のバッテリ３の密集度、あるい
は間隔が決まる。バッテリ群Ｓ１とＳ２に関して、一方の矩形領域２６Ｆの積層体列と、
もう一方の矩形領域２６Ｆの積層体列との間に設けられたスペースＧは、この間隔の調整
を容易にする。バッテリ群Ｓ１とＳ２においてはバッテリ３が垂直方向に積層される。バ
ッテリ群Ｓ１とＳ２の高さｈ１とｈ２はしたがってバッテリ３の最短辺の長さを概略の調
整単位とする細かい調整が可能である。
　一方、バッテリ群Ｓ３に関しては、バッテリ３は最短の辺に沿って車両横断方向に積層
される。このため、車体下部の幅Ｗに応じてバッテリ３の積層数とバッテリ３間のスペー
スとを調整することでバッテリ群Ｓ３の車両横断方向の長さを細かく調整できる。その結
果、リヤシート３２Ｒの下方のスペースを有効に利用して数多くのバッテリ３を配置する
ことができる。
　また、車種によっては、図２に示すリヤホイールハウス２５やリヤサスペンションのた
めに、車室２の後部のスペースに制約が生じる場合がある。車室２の後部に位置するバッ
テリ群Ｓ３の車両横断方向の寸法が上記のように細かく調整可能なため、車種による車室
２の後部のスペースの違いへの対応も容易に行える。
　この実施形態ではバッテリ群Ｓ１とＳ２はともに、車両縦断方向に並んだ２個の積層体
を備えている。しかしながら、この積層体数は車両１の縦断方向の寸法に応じて任意に変
数可能である。例えば、バッテリ群Ｓ１を３個の積層体で構成し、バッテリ群Ｓ２を１列
のみの積層体で構成することも可能である。
　このように、車両１のシートレイアウトなどに変更が生じた場合においても、バッテリ
搭載フレーム２１に変更を加えずに、バッテリ群Ｓ１－Ｓ３の構成を変化させることで容
易に対応することができる。したがって、複数の車種でバッテリ搭載フレーム２１を共用
することができる。
　以上の構成のもとでは、バッテリ搭載フレーム２１の後端部材２３ｒとガーダー２４ｗ
が、リヤサスペンションに比較的近くに位置することになる。これらの部材は、車両の背
面が衝突した時の車体への入力荷重や、リヤサスペンションから車体への突き上げ荷重に
対して、車体の剛性を増大させる作用をもたらす。バッテリ群Ｓ３において、バッテリ３
を密着させて積層するとともに、支持プレート３７ｄなどの部材の強度を増すことで、車
体の剛性および強度の向上に寄与させることも可能である。
　また、ハーネス３４、スイッチボックス３５及びジャンクションボックス３６をスペー
スＧに配置し、端子３ａがスペースＧに向くように、バッテリ群Ｓ１とＳ２のバッテリ３
を積層したので、バッテリ３の積層に用いられないスペースＧをこれらの部材の配置に有
効に利用できる。垂直方向積層部を車両横断方向積層部の前方に配置することは、これら
の部材の配置スペースを確保する意味でも好ましい。
　バッテリ群Ｓ３では、端子３ａを車両１の前方、言い換えればガーダー２４ｗの上方の
スペースに向けてバッテリ３が積層される。この配置は車両の衝突に際して端子３ａを保
護する上で好ましい。またこの配置により、端子３ａへのハーネス３４の接続をガーダー
２４ｗの上方のスペースを利用して容易に行える。さらに、ガーダー２４ｗを利用してハ
ーネス３４を支持することで、ハーネス３４の耐久性も向上する。
　次に図１０を参照して、バッテリアセンブリ２２の電気回路を説明する。
　電気回路はバッテリ群Ｓ３のバッテリ３と左右の矩形領域２６Ｆのバッテリ群Ｓ１とＳ
２とをハーネス３４により直列に接続する。スイッチボックス３５はバッテリ群Ｓ３とバ



(8) JP 5083454 B2 2012.11.28

10

20

30

40

50

ッテリ群Ｓ１，Ｓ２を接続するハーネス３４の途中に介在する。ジャンクションボックス
３６は全バッテリ３の両端の間に介在する。
　スイッチボックス３５は、直列に接続された手動リレー３５ａとヒューズ３５ｂとから
なる。手動リレー３５ａは、バッテリ群Ｓ３とバッテリ群Ｓ１，Ｓ２とを手動操作で電気
的に接続あるいは遮断するリレーである。この実施形態では、バッテリアセンブリ２２の
電気回路をスイッチボックス３５で、バッテリ群Ｓ３のバッテリ３が構成するバッテリユ
ニット３８Ｒと、左右の矩形領域２６Ｆに位置するバッテリ群Ｓ１とＳ２のバッテリ３が
構成するバッテリユニット３８Ｆとに分断している。バッテリユニット３８Ｆとバッテリ
ユニット３８Ｒの端子間電圧は、ＳＡＥＪ２３４４に準じて等しく設定される。バッテリ
ユニット３８Ｆとバッテリユニット３８Ｒのバッテリ３の積層数はともに２４個である。
　ジャンクションボックス３６は、バッテリユニット３８Ｆの正極端子とインバータ１４
とを電気的に接続あるいは遮断するメインコンタクタ３６ａと、バッテリユニット３８Ｒ
の負極端子とインバータ１４とを電気的に接続あるいは遮断するサブコンタクタ３６ｂと
を備える。
　さらにジャンクションボックス３６には、抵抗３６ｄとプリチャージコンタクタ３６ｅ
を直列に接続したプリチャージ回路３６ｃとがメインコンタクタ３６ａと並列に設けられ
る。メインコンタクタ３６ａ、サブコンタクタ３６ｂ、およびプリチャージコンタクタ３
６ｅの開閉は、前述の制御ユニット４５が出力する開閉信号により行われる。ジャンクシ
ョンボックス３６内に、バッテリユニット３８Ｆと３８Ｒの端子間電圧を検出する電圧検
出部や、バッテリユニット３８Ｆと３８Ｒの出力電流を検出する電流検出部を設けても良
い。
　スペースＧ内において、スイッチボックス３５はジャンクションボックス３６よりもイ
ンバータ１４から遠い位置、つまりより後方に配置される。
　スイッチボックス３５は、前述のようにバッテリユニット３８Ｆとバッテリユニット３
８Ｒの間に配置される。スイッチボックス３５は、したがって、物理的配置においても、
バッテリユニット３８Ｆとバッテリユニット３８Ｒの中間点に近い位置に配置することが
、ハーネス３４を短くする上で好ましい。ジャンクションボックス３６は、図１０におい
てバッテリユニット３８Ｆ，３８Ｒと電気装置との間に配置される。したがって、物理的
にもジャンクションボックス３６をスイッチボックス３５の前方に配置することが、ハー
ネス３４を短くする上で好ましい。
　電気装置がバッテリアセンブリ２２の後方に配置される車両では、逆にジャンクション
ボックス３６をスイッチボックス３５を後方に配置することが好ましい。
　再び図３を参照すると、スイッチボックス３５内の手動リレー３５ａを車室２内側から
操作するため、手動リレー３５ａの上方を覆うケース２２ａとフロアパネル１６に開口部
２２ｂが形成される。さらに、開口部２２ｂを開閉可能に覆うリッド３９が設けられる。
スイッチボックス３５は左右のフロントシート３２Ｆの間に位置する。スイッチボックス
３５をこのように配置することで、フロントシート３２Ｆを移動させずにリッド３９の開
閉及び手動リレー３５ａの操作を行うことができる。スイッチボックス３５は他の位置に
設けることも可能である。
　以上の説明に関して２００９年２月２４日を出願日とする日本国における特願２００９
－４１２１４号、の内容をここに引用により合体する。
　以上、この発明をいくつかの特定の実施形態を通じて説明してきたが、この発明は上記
の各実施形態に限定されるものではない。当業者にとっては、請求の範囲内でこれらの実
施形態にさまざまな修正あるいは変更を加えることが可能である。
　例えば、バッテリ３の形状は必ずしも扁平な直方体でなくても良い。また、すべてのバ
ッテリ３が必ずしも同一の寸法と形状である必要もない。
　この実施形態では第１のバッテリユニット３８Ｆとして２つのバッテリ群Ｓ１とＳ２を
設けているが、第１のバッテリユニット３８Ｆを１個のバッテリ群で構成しても良い。ま
た、この実施形態では、ビーム２４ｃの上方にスペースＧを設けることで、バッテリ群Ｓ
１とＳ２を左右に分割しているが、車体下部の幅Ｗとバッテリ３の寸法によっては、スペ
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ースＧを設けずに、第１のバッテリユニット３８Ｆのバッテリスタックを車両横断方向に
隙間なく並べても良い。
　バッテリ搭載フレーム２１は矩形枠状に限らず車両１の形状に合わせて様々に設計変更
可能である。ガーダー２４ｗとビーム２４ｃをＴ字形に結合する代わりに、十字形に交叉
させることも可能である。
　また、バッテリ搭載フレーム２１はこの発明に関して必須の要件ではなく、バッテリ搭
載フレーム２１を介さずに車両１にバッテリ３を搭載する場合にも、垂直方向積層部と車
両横断方向積層部とを設けることで、車両の好ましい前後方向重量バランスを実現するこ
とができる。
　図１０に示すバッテリアセンブリ２２の電気回路もこの発明に関して必須の要件ではな
く、複数のバッテリ３を搭載する車両においては、バッテリ３の電気回路に関係なく、こ
の発明を適用することができる。
【産業上の利用可能性】
【０００６】
　以上のように、この発明によるバッテリ搭載構造は電気車両に適しているが、これに留
まらない。
　この発明の実施形態が包含する排他的性質あるいは特長は以下のように請求される。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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